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特例貸付フォローアップ支援の取り組みについて特 集

特例貸付フォローアップ支援の
取り組みについて

　コロナ禍で経済的に困窮した人を対象として全国一斉に実施された「生活福祉資金特例貸付」（以下、
特例貸付）は、本県でも約６万件の利用がありました。特例貸付は令和４年９月に受付を終了しましたが、
近年の物価上昇の影響もあり、依然として生活にお困りの方、支援を必要としておられる世帯が存在して
います。
　本会では、県内市町村社会福祉協議会や自立相談支援機関と連携し、今まで以上に、それぞれの世帯
の自立や生活再建に向けたフォローアップ支援を強化していきます。

特集

特
例
貸
付
の
実
施
状
況
に
つ
い
て

特
例
貸
付
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
支
援
に
つ
い
て

　
特
例
貸
付
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

に
よ
り
会
社
が
休
業
に
な
っ
た
り
仕
事
が
減
る
等
に
よ
り

減
収
し
た
世
帯
に
対
し
、
緊
急
で
一
時
的
な
生
計
維
持
の

た
め
の
生
活
費
を
貸
付
け
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
実
施
さ

れ
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
が
始
ま
っ

た
令
和
２
年
３
月
か
ら
始
ま
り
、
緊
急
小
口
資
金
（
最
大

20
万
円
）
と
、
そ
の
後
も
困
窮
が
続
く
場
合
に
利
用
で
き

る
総
合
支
援
資
金
（
最
大
20
万
円
を
3
カ
月
）
の
2
種
類

が
あ
り
、
総
合
支
援
資
金
に
つ
い
て
は
延
長
や
再
貸
付
も

可
能
と
さ
れ
ま
し
た
。

　
貸
付
の
受
付
は
令
和
４
年
９
月
に
終
了
し
、
令
和
５
年

１
月
か
ら
は
、
各
貸
付
の
種
類
に
応
じ
て
段
階
的
に
償
還

（
返
済
）
が
開
始
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
生
活
状
況
や
心
身
の
状
態
等
の
や
む
を
得
な
い

事
情
に
よ
り
、
現
状
で
は
償
還
が
難
し
く
、
一
定
の
要
件

に
該
当
す
る
場
合
は
、
償
還
猶
予
の
申
請
が
可
能
で
す
。

償
還
猶
予
が
決
定
し
た
場
合
、
償
還
期
間
が
1
年
間
猶
予

さ
れ
、
そ
の
期
間
は
償
還
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
せ
ん
。

償
還
猶
予
期
間
終
了
後
、
償
還
が
開
始
さ
れ
る
こ
と
と
な

り
ま
す
。

　
な
お
、
償
還
時
に
お
い
て
も
引
き
続
き
所
得
の
減
少
が

続
く
住
民
税
非
課
税
世
帯
の
償
還
を
免
除
す
る
こ
と
が
で

き
る
ほ
か
、
生
活
保
護
を
受
給
さ
れ
て
い
る
方
や
障
害
者

手
帳
等
を
所
持
さ
れ
て
い
る
方
な
ど
国
が
定
め
る
要
件
の

い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
、
貸
付
金
の
全
部
、
ま
た
は
一

部
を
償
還
免
除
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
償
還
が
開
始
し
た
方
々
に
対
し
、
償
還
免
除
や

猶
予
を
含
め
、
償
還
完
了
ま
で
の
一
貫
し
た
相
談

窓
口
と
し
て
、
本
会
で
は
「
特
例
貸
付
償
還
事
務

セ
ン
タ
ー
」を
設
置
し
て
い
ま
す
。
当
該
セ
ン
タ
ー

か
ら
必
要
な
お
手
続
き
の
ご
案
内
を
継
続
し
て
通

知
す
る
と
と
も
に
、
各
種
ご
案
内
に
未
応
答
の
方

や
、
さ
ま
ざ
ま
な
お
問
い
合
わ
せ
に
対
応
で
き
る

よ
う
、
外
国
語
も
含
め
た
電
話
で
の
相
談
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
県
内
市
町
村
社
会
福
祉
協
議
会
や
自
立

相
談
支
援
機
関
と
も
連
携
し
、
償
還
猶
予
・
免
除

等
の
手
続
き
の
サ
ポ
ー
ト
、
そ
の
他
そ
れ
ぞ
れ
の

世
帯
の
生
活
状
況
に
合
わ
せ
た
支
援
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

　
令
和
7
年
度
事
業
開
始
に
際
し
、
担
当
者
向
け

の
研
修
会
・
連
絡
会
議
を
実
施
し
、
今
後
の
よ
り

効
果
的
な
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
支
援
に
つ
い
て
意
見

交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
多
く
の
ご
相
談
を
い
た
だ
く
中
で
、

償
還
免
除
と
な
っ
た
方
に
つ
い
て
も
、
依
然
と
し

て
生
活
困
窮
の
状
態
が
続
い
て
い
た
り
、
生
活
上

の
困
り
ご
と
を
抱
え
て
い
た
り
す
る
世
帯
が
あ
る

こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
今
年
度

本
会
に
お
い
て
は
、
専
任
の
相
談
支
援
員
を
配
置

し
、
訪
問
活
動
を
始
め
と
し
た
新
た
な
フ
ォ
ロ
ー

ア
ッ
プ
支
援
を
開
始
し
ま
し
た
。

　
特
例
貸
付
を
ご
利
用
い
た
だ
い
た
方
々
が
、
こ

れ
ま
で
以
上
に
困
っ
た
と
き
に
相
談
で
き
る
、
必

要
に
応
じ
て
さ
ま
ざ
ま
な
機
関
に
つ
な
が
る
こ
と

が
で
き
る
体
制
の
構
築
を
目
指
し
、
自
立
や
生
活

再
建
に
向
け
た
切
れ
目
の
な
い
支
援
を
行
っ
て
い

き
ま
す
。

　群馬県社会福祉協議会では、特例貸付をご利用いただいた方からのご相談を下記により受け付け
ております。ぜひご利用ください。

１

２

特例貸付をご利用いただいた皆様へのご案内

受 付 窓 口

●償還猶予、償還免除について
　群馬県社会福祉協議会　特例貸付償還事務センター
　TEL　027-288-0830
　受付時間：９時 ～１７時（月～金曜日）

●特例貸付フォローアップ支援全般について
　群馬県社会福祉協議会　福祉資金課
　TEL　027-255-6031
　受付時間：8時30分～１７時15分（月～金曜日）

●仕事や生活上の困りごとについて
　群馬県社会福祉協議会　地域福祉課
　TEL　027-212-0011
　受付時間：8時30分～１７時15分（月～金曜日）

償還免除
31％

償還完了
9％

償還中
60％

緊急小口
46％

総合支援資金
（初回）31％

総合支援資金
（延長）11％

総合支援資金
（再貸付）12％

本県の特例貸付の貸付状況

本県の特例貸付の償還状況
( 令和７年３月末時点）

▲生活福祉資金担当者研修会・連絡会議の様子
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<<<<<<< T O P I C ST O P I C S  <<<<<<< 県 社 協 の 活 動 や 県 内 の 福 祉 に 関 す る
情 報 を お 知 ら せ し ま す

大規模災害を見すえて
関
係
機
関
と
の
協
定
締
結
推
進

資
機
材
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
構
築
推
進

　
令
和
7
年
4
月
21
日
㈪
、
群
馬
弁
護
士
会
と
「
大
規
模
災
害
時
に
お

け
る
被
災
者
支
援
活
動
等
の
協
力
に
関
す
る
協
定
」
を
締
結
し
ま
し
た
。 

被
災
さ
れ
た
方
々
の
法
制
度
に
関
連
す
る
相
談
に
つ
い
て
は
、
協
定
に
基

づ
き
群
馬
弁
護
士
会
と
連
携
す
る
こ
と
で
、
困
り
ご
と
や
悩
み
ご
と
の
解

決
等
へ
向
け
、
幅
広
く
支
援
展
開
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
今
後
も
企
業
、
関
係
団
体
等
と
円
滑
な
協
力
体
制
が
構
築
で
き
る
よ

う
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
群
馬
県
内
5
つ
の
地
区
に
て
資
機
材
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
構
築
し
、

発
災
時
に
活
用
す
る
た
め
の
資
機
材
保
管
を
行
っ
て
い
ま
す
。
発
災
時
に

は
各
地
区
に
て
管
理
し
て
い
る
資
機
材
を
活
用
し
て
支
援
活
動
を
展
開
す

る
ほ
か
、
円
滑
な
支
援
体
制
を
構
築
す
る
た
め
、
平
時
よ
り
定
期
的
に

連
絡
会
議
を
開
催
し
て
連
携
強
化
を
図
っ
て
い
ま
す
。 

　
今
後
も
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
を
活
か
し
な
が
ら
、
社
協
や
関
係
機
関
等

と
の
協
働
に
よ
り
、一致
団
結
し
な
が
ら
被
災
者
の
生
活
再
建
を
支
え
て

い
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

福祉と企業のＳＤＧｓ情報交換会を開催

　本会では、企業の福祉活動のサポートや福祉機関等とのマッチングを行う企業等SDGs（福
祉分野）活動支援センターを設置運営するなど、地域福祉課題とビジネスを繋ぐハブ機能構
築に向けて取り組んでいます。

①マッチング支援
　企業等が希望する活動と地域における福祉活動や福祉関係者、団体等とのマッ
チングを行います。

②相談支援
　どのようなことをしたらいいのか悩んでいる企業等を対象にした相談窓口を設
置し、福祉活動に関してサポートを行います。

③情報発信・情報提供
　企業等向けの福祉に関するセミナーや情報交換会を開催します。また、企業等
の福祉活動の情報発信や啓発活動を行います。

～ 企業等SDGs（福祉分野）活動支援センターへの登録をお願いします ～
登録いただいた企業様へは、以下の活動支援を行います。

　令和７年５月２１日（水）、「福祉と企業のＳＤＧｓ情報交
換会」を実施し、地域における様々な福祉的な課題に
ついての共有化を図り、福祉と企業が連携して課題解
決に向けて取り組む方策等について情報交換を行いま
した。

　近年の複合的な課題には、福祉分野にとどまらず分野や業種を
超え、行政だけでなく民間企業等さまざまな関係者が相互に連携
協働し、社会全体で対応していくことが求められております。これ
は「誰一人取り残さない」という理念のもと、「持続可能な世界を
実現する」ことを目指したＳＤＧｓの考えそのものです。
　誰一人取り残さない地域共生社会の実現に向け、今後もさまざ
まな企業と連携した取り組みを推進していきます。

情報交換会の様子

発言する参加企業の皆様

人
材
育
成

Ｏ
Ｊ
Ｔ
っ
て
よ
く
聞
く
け
ど
、

実
際
に
は
ど
う
い
う
こ
と
を
す
る
の
？

　
O
J
T
（
オ
ン
・
ザ
・
ジ
ョ
ブ
・
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
）
と
は
、
職
場
で
の
実
際
の
業
務
を
通

じ
て
行
う
教
育
・
研
修
の
こ
と
を
指
し
ま
す
。
日
々
の
仕
事
の
中
で
、
上
司
や
先
輩
が
部

下
や
後
輩
に
対
し
て
行
う
指
導
育
成
が
こ
れ
に
あ
た
り
ま
す
。

　
こ
の
O
J
T
の
最
大
の
特
徴
は
、
実
践
に
即
し
た
形
で
ス
キ
ル
や
知
識
を
身
に
つ
け
ら
れ
る
と
い
う
点
で
す
。

業
務
を
通
じ
て
教
え
る
こ
と
で
、
個
々
の
職
員
の
性
格
や
能
力
に
応
じ
た
柔
軟
な
育
成
が
可
能
に
な
り
ま
す
。
そ

の
た
め
、
O
J
T
を
担
う
上
司
や
先
輩
が
共
通
の
理
解
を
持
ち
、
意
識
的
に
取
り
組
む
こ
と
が
重
要
で
す
。

  

群
馬
県
社
協
で
Ｏ
Ｊ
Ｔ
研
修
を
開
催
！　

　
こ
の
よ
う
な
課
題
を
解
決
し
、
実
践
で
き
る
よ
う
、
群
馬
県
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
O
J
T
研
修
を
実
施
し

ま
す
。
こ
の
研
修
で
は
、
キ
ャ
リ
ア
段
階
に
応
じ
た
O
J
T
の
理
解
を
深
め
、
職
員
の
育
成
に
活
か
せ
る
知
識
と

実
践
力
を
養
成
し
ま
す
。
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
を
使
っ
て
目
標
設
定
や
指
導
方
法
の
検
討
、
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
に
よ
る
実
践

ス
キ
ル
の
習
得
な
ど
、
現
場
で
役
立
つ
内
容
を
提
供
し
、
福
祉
現
場
の
組
織
力
強
化
を
目
指
し
ま
す
。

　
開
催
日
程
な
ど
の
詳
細
は
、
P
8
「
令
和
7
年
度 

福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー
研
修
の
ご
案
内
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

  

Ｏ
Ｊ
Ｔ
、
誤
解
し
て
い
ま
せ
ん
か
？　

・
職
員
の
指
導
は
研
修
担
当
の
仕
事
だ
と
思
っ
て
い
る

・「
仕
事
を
通
じ
て
教
え
る
」な
ん
て
、当
然
み
ん
な
や
っ

て
い
る
は
ず

・
忙
し
く
て
育
成
ど
こ
ろ
で
は
な
い

・
人
を
教
え
ら
れ
る
ほ
ど
の
専
門
知
識
が
な
い

・
や
る
気
の
な
い
職
員
に
は
O
J
T
な
ん
て
無
意
味

だ
と
思
う

・
O
J
T
が
大
切
な
の
は

分
か
っ
て
い
る
け
ど
、

実
際
ど
う
進
め
れ
ば
い

い
の
か
…

・
O
J
T
っ
て
結
局
、
何

を
す
れ
ば
い
い
の
か
わ

か
ら
な
い

   

Ｏ
Ｊ
Ｔ
の
特
徴
と
メ
リ
ッ
ト　

・
実
際
の
業
務
に
直
結
し
た
実
践
的
な
指
導
が
で
き
る

・一人
ひ
と
り
の
特
性
や
ス
キ
ル
に
応
じ
た
柔
軟
な
育

成
が
可
能

・
日
々
の
仕
事
の
中
で
、
い
つ
で
も
自
然
な
形
で
実
施

で
き
る

・
計
画
的
か
つ
継
続
的
な
人
材
育
成
が
行
い
や
す
い

・
指
導
の
成
果
が
そ
の
場
で
確
認
で
き
、
必
要
に
応
じ

た
フ
ォ
ロ
ー
も
し
や
す
い

・
現
場
で
蓄
積
さ
れ
た
ノ
ウ
ハ
ウ
や
技
術
を
次
世
代
に

引
き
継
げ
る

・
将
来
の
リ
ー
ダ
ー
や
後
継
者
の
育
成
に
も
つ
な
が
る

・
上
司
と
部
下
、
先
輩
と
後
輩
の
信
頼
関
係
を
築
く

き
っ
か
け
に
な
る

・
人
を
育
て
る
文
化
が
職
場
に
根
づ
き
や
す
く
な
る

・
特
別
な
コ
ス
ト
を
か
け
ず
に
実
施
で
き
る

群馬弁護士会との協定締結式の様子

資機材プラットフォ―ム連絡会議の様子
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社会福祉施設
総合損害補償しせつの損害補償 インターネットで保険料試算できます

ふくしの保険 検索

令和７年度

●この保険は全国社会福祉協議会が損害保険会社と一括して締結する団体契約（賠償責任保険、医師賠償責任保険、看護職賠償責任保険、雇用慣行賠償責任保険、役員賠償責任保険、サイバー保険、普通傷害保険、
　労働災害総合保険、約定履行費用保険、動産総合保険、費用・利益保険）です。

施設業務の補償プラン１１ （賠償責任保険、動産総合保険等）

施設利用者の補償プラン 22
職員等の補償プラン33
法人役員等の補償プラン44

❶ 基本補償（賠償・見舞）
▶保険金額

身体賠償（１名・１事故）
基本補償（A型）
2億円・10億円 2億円・10億円
2,000万円
200万円
20万円
1,000万円
1,000万円

500万円

2,000万円
200万円
20万円
1,000万円
1,000万円

500万円
1事故10万円限度 1事故10万円限度

死亡時100万円
入院時 1.5～7万円
通院時 1～3.5万円

見舞費用付補償（B型）

財物賠償（１事故）
受託・管理財物賠償（期間中）
うち現金支払限度額（期間中）
人格権侵害（期間中）

2,000万円 2,000万円徘徊時賠償（期間中）
身体・財物の損壊を伴わない経済的損失（期間中）

事故対応特別費用（期間中）
被害者対応費用（１名につき）

傷害見舞費用

賠
償
事
故

お
見
舞
い
等

老人福祉施設、
障害者支援施設、
児童福祉施設などに

スケールメリットを活かした割安な保険料で
充実補償をご提供します！
スケールメリットを活かした割安な保険料で
充実補償をご提供します！

●このご案内は概要を説明したものです。詳細は「しせつの損害補償」手引またはホームページをご参照ください。●

〈引受幹事
保険会社〉

社会福祉法人全国社会福祉協議会団体契約者 取扱代理店 株式会社福祉保険サービス
損害保険ジャパン株式会社 医療・福祉開発部 第二課
TEL：０３（３３４９）５１３７
受付時間：平日の9:00～17:00（土日・祝日、年末年始を除きます。）

◆加入対象は、社協の会員である
　社会福祉法人等が運営する社会
　福祉施設です。

〒100‒0013 東京都千代田区霞が関３丁目３番２号 新霞が関ビル１７Ｆ
ＴＥＬ：０３（３５８１）４６６７　
受付時間：平日の9:30～17:30（土日・祝日、年末年始を除きます。）

▶年額保険料（掛金）

基
本

補
償（
A
型
）
見
舞
費
用

付
補
償（
B
型
）

定　　員 基本補償（A型）

35,000～61,460円

68,270～97,000円
1,500円

1～50名

51～100名
100名以降1名～10名増ごと

基本補償（A型）
保険料

【見舞費用加算】
定員１名あたり
入所：1,300円
通所：1,390円

保険期間１年

（SJ24-11108より抜粋）

社協
レポート

まちの

群馬県難病団体連絡協議会

各市町村社協の
取り組み、活動を
レポートします

助け合い、支え合う、県社協の仲間を紹介します

～
年
齢
に
と
ら
わ
れ
ず
元
気
で
自
分
ら
し

い
人
生
を
！
～

　
長
野
原
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
火

～
金
曜
日
の
週
４
日
、
長
野
原
町
老
人
福

祉
セ
ン
タ
ー
で
生
き
が
い
サ
ロ
ン
（
生
き

が
い
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
）
を
実
施
し
て

お
り
ま
す
。

　
当
サ
ロ
ン
で
は
、
自
宅
ま
で
の
送
迎
、

筋
ト
レ
体
操
、
入
浴
、
お
弁
当
、
移
動
販

売
車
で
の
買
い
物
、
健
康
チ
ェ
ッ
ク
な
ど

充
実
し
た
メ
ニ
ュ
ー
を
実
施
し
、
高
齢
者

の
方
が
健
康
で
自
立
し
た
生
活
を
継
続
し

て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
自
慢
は
多
彩
な
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活

動
で
す
。
華
や
か
な
フ
ラ
ダ
ン
ス
や
カ
ラ

オ
ケ
、
粘
土
造
形
や
絵
画
創
作
、
ク
リ
ス

マ
ス
パ
ー
テ
ィ
ー
な
ど
を
皆
さ
ん
に
自
由

に
楽
し
ん
で
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。ま
た
、

利
用
者
さ
ん
自
身
に
講
師
と
な
っ
て
い
た

だ
き
、
様
々
な
人
生
経
験
を
語
っ
て
い
た

だ
く
お
話
会
や
教
室
（
俳
句
や
空
手
、
絵

画
）
な
ど
も
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
ち
ら
も

笑
い
や
時
に
涙
も
あ
ふ
れ
る
素
晴
ら
し
い

時
間
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
、
支
え
あ
う
仲
間
と
の
絆
と
愉

快
な
大
笑
い
が
生
ま
れ
る
あ
っ
た
か
サ
ロ

ン
、
年
齢
に
と
ら
わ
れ
な
い
自
由
で
元
気

な
心
と
き
め
く
サ
ロ
ン
を
目
指
し
て
活
動

し
て
ま
い
り
ま
す
。

あ
っ
た
か
と
き
め
き

生
き
が
い
サ
ロ
ン

社会福祉法人
長野原町
社会福祉協議会
群馬県吾妻郡長野原町
与喜屋1624
TEL　0279-82-4487

　群馬県難病団体連絡協議会（群難連）は、昭和49年８月に結成し51年目を迎える難病患者・家族の自
主団体です。県内11の難病・長期慢性疾患の患者団体で組織され、会員数は約1,500人です。主に「患
者会の３つの役割」を基本に活動を展開しています。

１．自分の病気を正しく知る
２．病気に負けないよう、ともに支え合う
３．本当の福祉社会を作るために力をあわせる

　群難連では年間を通して、患者・家族交流会や療養医療相談会などを開催し、そして「誰もが安心し
て受けられる医療や福祉制度の確立」
をめざし、難病患者の救済制度の推進、
難病の正しい知識の普及と社会への
啓発など、難病患者・家族の願いを
実現するため幅広い活動をおこなっ
ています。

令和６年度事業報告・決算概要
第３期活動推進計画に基づく４つの基本目標に沿って計画的に事業を展開しました。

特例貸付フォローアップ支援体制の構築、孤独・孤立対策
官民連携プラットフォームの構築、子ども・若者支援ネッ
トワークの構築 等

BCP・個別避難計画の策定支援、災害ボランティアセンター
設置運営・資機材プラットフォーム構築、能登半島地震・
水害の支援活動 等

ＳＮＳを活用した情報発信の強化、各種貸付事業と連動し
た求職者支援や「福祉のすそ野を広げるための体験事業」
の実施 等

電子起案・文書管理システムや電子給与明細等勤怠管理シ
ステムの運用や事務所内の無線LAN化による業務プロセ
スの改善・効率化 等

　令和６年度、本会では一般会計（社会福祉事業及び公益事業）と生活福祉資金会計を合わせて支出総額３５億円を超える規
模の事業を展開しました。このうち、県からの補助・委託事業や会員の皆さまからの会費、寄附金、受講料収入等を主な財源
として実施した社会福祉事業の事業活動収支状況は以下のとおりです。

※令和６年度計算書類（収支決算書）については、県社協事務局に備え付けてあるとともに、ホームページにも
掲載しています。

Ⅰ 包括的な支援体制の構築

Ⅲ 災害福祉支援体制の強化

Ⅱ 福祉人材の確保・育成・定着

Ⅳ 県社協の組織基盤の強化

収入総額
5.01億

令和６年度
社会福祉事業拠点
事業活動収支

支出総額
5.04億

補助金収入
240,572千円

その他
26,121千円

受託金収入
139,541千円

事業収入
74,921千円

会費収入
13,258千円

助成金収入
6,720千円

事務費支出
7,844千円
助成金支出
6,954千円

人件費支出
251,850千円

事業費支出
236,651千円

その他
1,570千円

48.0％ 46.9％
49.9％

1.4％
1.6％
0.3％

27.8％

15.0％
2.6％
1.3％
5.2％

高崎駅前で「難病啓発キャンペーン」を開催 加盟団体の総会へ出席

県県社社協協会会員員紹紹介介

長野原町
社会福祉協議会

ホームページ

ネイル教室。
いつまでもおしゃ
れを楽しんで♪

フラダンスを踊れ
ばここはハワイ♪
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編集／発行
社会福祉法人 群馬県社会福祉協議会
＊福祉ぐんまは、群馬県社協ホームページでも
　ご覧になれます。

　〒371-8525（専用郵便番号）
　群馬県前橋市新前橋町13-12
　群馬県社会福祉総合センター内
　ＴＥＬ　027-255-6033（代表）
　ＦＡＸ　027-255-6173
　ＵＲＬ　https://www.g-shakyo.or.jp/
　発行日　令和７年７月１日

お問い合わせ先　群馬県福祉人材センター
TEL：027-255-6035　研修管理システム　https://www.g-shakyo.jp/

No. 研修名 開催日 申込期間 対象

1 組
織
力
・
専
門
性
を

高
め
る
研
修

キャリアパス策定研修 R7.9/5(金)・10/23(木) 7/1～8/3 人事・人材育成・研修企画
担当、管理職向け

2 OJT研修（中堅職員向け） R7.9/16(火)・10/30(木) 7/1～8/3 中堅職員

3 OJT研修（チームリーダー向け） R7.12/25(木)・R8.1/22(木) 10/1～11/3 指導的職員
（係長・主任）

福祉人材センターでは、社会福祉事業者等を対象とした各種研修を体系的に実施しています。
研修開催のご案内は本会ホームページまたは、研修管理システムを通じてお知らせします。
下記URLもしくは二次元コードよりご登録ください。（法人または事業所ごとの登録となります。）

※開催時期等については変更が生じる場合がありますのでご了承ください。

福祉現場の人材育成・定着を応援します!令和7年度　福祉人材センター研修のご案内

新・旧　会長あいさつ

新
任
の
ご
あ
い
さ
つ
　  

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
新
会
長　

中
島 

高
志

退
任
の
ご
あ
い
さ
つ
　
　
　
　
　
　
　  

　
　
　
　
前
会
長　

川
原 

武
男

　
こ
の
た
び
、
六
月
二
十
六
日
に
開
催
さ
れ
た
理
事
会
に

お
き
ま
し
て
、
群
馬
県
社
会
福
祉
協
議
会
の
会
長
を
拝
命

い
た
し
ま
し
た
中
島
高
志
と
申
し
ま
す
。
本
年
三
月
ま
で

群
馬
県
職
員
と
し
て
、
主
に
福
祉
・
保
健
医
療
行
政
や
職

員
の
育
成
・
働
く
環
境
づ
く
り
に
携
わ
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
今
後
は
、

こ
れ
ま
で
の
経
験
を
活
か
し
、
本
職
の
責
務
に
真
摯
に
向
き
合
い
、
地
域

福
祉
の
さ
ら
な
る
推
進
に
誠
心
誠
意
努
め
て
ま
い
る
所
存
で
す
。

　
現
在
、
わ
が
国
で
は
少
子
高
齢
化
の
急
速
な
進
行
と
と
も
に
、
孤
独
・

孤
立
の
深
刻
化
、
子
ど
も
や
若
者
の
将
来
不
安
、
地
域
の
つ
な
が
り
の
希

薄
化
な
ど
、
複
合
的
な
課
題
に
直
面
し
て
お
り
ま
す
。
本
会
と
い
た
し
ま

し
て
は
、「
地
域
共
生
社
会
」
の
実
現
に
向
け
、
誰
も
が
支
え
合
い
、
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
市
町
村
社
協
を
は
じ
め
、
関
係
機
関
・
団
体
や
地
域
住
民
の
皆
さ
ま
と

力
を
合
わ
せ
、
諸
先
輩
方
の
築
い
て
こ
ら
れ
た
礎
の
上
に
、
新
た
な
価
値

を
築
い
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
心
よ
り

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
去
る
六
月
二
十
五
日
を
も
ち
ま
し
て
、
三
期
六
年
間
の

任
期
を
終
え
て
退
任
い
た
し
ま
し
た
が
、
在
任
中
、
本
当

に
多
く
の
皆
様
に
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
こ
と
に
、
心
か

ら
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
振
り
返
り
ま
す
と
、
就
任
翌
年
の
令
和
二
年
に
新
型
コ
ロ
ナ
が
発
生
し
、

本
会
の
活
動
は
長
期
間
に
わ
た
っ
て
大
き
な
制
約
を
受
け
ま
し
た
が
、
新

た
な
つ
な
が
り
を
模
索
す
る
な
ど
創
意
工
夫
を
重
ね
、
生
活
困
窮
者
の
生

活
再
建
や
孤
独
・
孤
立
対
策
を
は
じ
め
、
深
刻
化
し
た
課
題
に
も
対
応
す

る
な
ど
、
皆
様
と
と
も
に
乗
り
越
え
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
今
後
、
高
齢
者
人
口
が
ピ
ー
ク
を
迎
え
現
役
世
代
が
急
減
す
る
二
○
四

○
年
を
見
据
え
、
多
く
の
関
係
者
の
皆
様
が
よ
り
一
層
連
携
し
、「
誰
一
人

取
り
残
さ
れ
な
い
地
域
共
生
社
会
」
の
実
現
に
向
け
た
取
組
を
加
速
化
し

て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　
今
後
と
も
、
県
社
協
に
対
し
ま
し
て
、
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
・
ご
協
力
を

お
願
い
申
し
上
げ
、
退
任
の
ご
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

参加費はすべて無料です。

いつもお手に取っていただきありがとうございます。
より一層魅力ある機関紙を発行するため、お答えできる範囲で
構いませんので、アンケートのご協力をお願いいたします。

回答はこちら↓

抽選で５名に500円分
クオカードペイが当たる！

読者の 声 をお聞かせください！

８月末
締切

ホームページ facebook Instagram
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